
CYCLOCODE　マニュアル
周期 析＆ライトカーブフィッティングプログラム Ver.3.6

へたくそな日本 訳ですいません編。怪しげな所は 字

　このプラグラムには２つのパートがあり、ユーザーの選択により別々にも同

時にも使うことができます。実行時にユーザーはいくつかのパラメーターを入

力します。Part 1 では PDM あるいは The Spectral Analysis を使ったライトカ

ーブの周期 析を行います。周期は日単位で 算されます。Part 2 では適切な

ライトカーブを得るためのデータを作成します。フィッティングカーブの基準

値は光度データの平均値にも、相対光度をシフトさせ０等にすることもできま

す。フィッティングカーブ／データは最終的に"normalized" magnitude(normag)

と呼びます。このドキュメントではプログラムのコンパイル方法や実行方法を

説明しません。皆さんは知っているものと思います。

インプットファイル(*.???)は 3 カラムかつ時間順にソートされていなければ

なりません。

　カラム 1 時間　JD あるいはその関数

　カラム 2 光度あるいは相対光度

　カラム 3 光度の誤差あるいは相対光度

出力されるファイル

　part 1　*.pdm（PDM による周期 析の結果）

　　　　　*.spc（Spectral Analysis-based による周期 析の結果）

　part 2 *.pha（実測値および相対光度）

*.roc（フィッティングカーブのデータ）

　*.fuc（観測時間全域のフィッティングカーブのデータ）

　*.fud（観測時間全域のフィッティングされたデータ）

　周期 析＆フィッティングカーブの二つのコードはオープンですので自由に

改良、配布できます。



★★★★使い方★★★★
このプログラムはインタラクティブになっています。使う時にはいくつかパラ

メーターを入力しなければなりません。

周期 析を行いたいのならば　　1

ライトカーブを作りたいのなら　２

両方なら　３

をタイプし enter

enter だけ入力すると３が選択されます。

★例として１を入力したとします。

3 カラムでできているファイル名を入力

　最初のカラムがJD/MJDあるいはその関数、

2 番目が光度、3 番目が光度の誤差。カラム

とカラムの間はスペースかタブにすること。

ユーザーはプログラム実行前にこのファイ

ルを用意しなければいけません。プログラ

ムは入力後データの 析にかかります。

Part 1 では PDM と Spectral-Analysis とい

う二つの方法を用意しています。ユーザー

はひとつを選択することもできますし、両

方使うこともできます。デフォルトでは２が選択されています。3 を選択する



と両方で周期 析をします。

　

　PDM では 1.5 分から 10 日の範囲で適切な

周期を 算します。ディスプレイに周期と

theta statistics が表示され、同時に*.pdm

に結果が保存されます。theta statistics

が最小になる所が最適な周期を意味します。

　Spectral-Analysis を使用する時は、ofac と hifac の値を入力します。ofac

はオーバーサンプリングの係数で４以上を入力するのがいいでしょう。一方

hifac は 周波の係数です。

これらは

np=ofac*hifac*n/2 np;number of frequency?? n ;データの数

という関係があります。

またユーザーはライトカーブがシングル

ピークかダブルピークかを選択します。

（デフォルトはダブルピーク）

周期と有意水準が表示されます。

sig.level が 99％以上かつ有意水準の最大

値のところが最適な周期を意味します。結

果は*.spc に保存されます。

　これで part 1 は終了です。最初にこのタスクのみを選択した場合はここで

終了です。



★次にライトカーブ合成を選択した場合（２）

　ファイル名を入力します。（前の説明を見て下さい）するとプログラムはデ

ータ数を表示します。これでプログラム Part2 が始まります。

データから得られた周期を入力します。この周期はシングルピークでもダブ

ルピークでも好きな方でかまいませんが、日を単位にして下さい。最小 2 乗法

による 析のために、フーリエ 析の次数（最小値、最大値）を入力します。

ライトカーブの base-level とそれぞれの次数についてのχ^2 の値が表示され

ます。通常はχ^2 が最小になるのが適切なライトカーブなのですが、次数が増

えるにつれ、ライトカーブにおかしな構造が現れるかもしれません。そこでラ

イトカーブを実際に描いて“適切な”ライトカーブかどうか見極めます。

全ての結果は*.pha,*.roc,*.fuc,*.fud に保存されます。

*.pha

Phase と JD は周期に同期しています。

normag = mag - deltamag



deltamag は光度を０レベルにシフトさせるか基準値をオリジナルデータに変

換します。

*.roc

phase は 0 から 1 を 80 分割した値です。mag,normag のフィッティングカーブ

を描くことができます。

*.fuc

JD と Phase は 1 周期 80 分割のタイムスパンで、ギャップがあるとしてもそれ

をうめるように、またタイムスパンオフセットを±1/4 周期として 算します。

得られた mag,normag に基づきライトカーブを描くことができます。

*.fud

JD と Phase はオリジナルデータです。得られた mag,normag は同 JD において

算されたものです。これで part2 は終了です。



★次は最初に both(3)を選んだ場合です。

入力されるファイルは合成されたデータです。日ごとに光度の基準値をきめ、

その後に合成することをおすすめします。？？？（同じ次数のものを参照する

といいでしょう。）

この画面ではタスクの選択をし、ファイルの選択をします。

プログラムがデータ数、1 日以上のタイムスパンを認 します。データの基準

値を０にするかどうか確認する必要があります。実際にはプログラムは基準値

に関係なく動きます。しかし、基準値を 0 とした時は出力ファイルのヘッダは

Part2 のものとは違います。(たとえば normag は mag')データの基準値を 0 と

した時は光度のシフトは必要ありません。合成するための part2 で 算した基

準値は正確に０ではありません。



PDM,Spectral Analysis による周期は値が違いますし、シングル、ダブルピー

クによっても違います。そのためどちらが適当かユーザーが選択しなければい

けません。Spectral Analysis のほうが PDM よりもよいかもしれません。

以上

あとがき

　Tokio のライトカーブ観測で、ブティさん作成の CYCLOCODE を してみまし

た。マニュアルを見ずにいろいろいじっていたのですが、やはりマニュアルを

じっくり読まないと理 できませんでした。日本 のメモがたまり、何となく

ほとんど訳してしまったので、これからこのプログラムを使われる方の参考に

なればと思って公開いたします。ただし、私もよく理 できていない場所もあ

りますし、間違いなど多数あると思いますので、おかしいと思われる箇所は必

ずもとのマニュアルを見て下さい。

　何かお気付きの点がありましたら、下記までお知らせ下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　土川　啓

mail tsuchy@po.incl.ne.jp


